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日高町ホームページ　http://www.town.wakayama-hidaka.lg.jp/
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まんまるコロッケできるかな
−比井保・さつまいもコロッケ作り−
　10月22日（水）、比井保育所（西本康子所長）でさつ
まいもコロッケ作りが行われ、きりんぐみの年長園児
ら８人がころころこねこね楽しくコロッケを作りま
した。

　ふかしたさつまいもをみんなで潰し、みじん切りの
タマネギやニンジンと混ぜて具材の準備が完了。でき
た具材をころころ丸め、コロッケのタネを作る工程
も、「粘土遊びみたい」と園児らは楽しそう。まんまる
のタネを小麦粉の上を転がして卵に浸し、パン粉をま
ぶして後は揚げるだけ。
　参加した宮本彩未さんは「丸めるのが楽しかった。
お昼ご飯が楽しみです」と話していました。
　完成したタネは、給食の先生が油で揚げて給食に登
場。みんな大きな口で頬張りました。

【男子】①西岡佳祐②森䕃斗生③本間諒一④橋本頼哉
⑤畑山拓磨⑥熊代壮⑦中井友裕⑧上田開世⑨大江悠
登⑩伊藤悠矢
【女子】①深海舞羽②川神茜音③加藤里菜④田村文乃
⑤土屋萌⑥最明友香⑦森本あみ⑧西川凌⑨山本葵⑩上
畑季穂

運動の秋、さわやかに快走
−日高中・校内マラソン大会−

　10月24日（金）、日高中学校（坂田豊校長）で校内マ
ラソン大会が開催され、男女221人が秋晴れのマラソ
ンコースを走り抜けました。

　勢いよく学校をスタートした生徒らは、男子4.5㎞、
女子3.0㎞のコースを疾走。コース沿いには保護者ら
も駆け付け、「頑張れー！」と声援を送っていました。
　同校では、毎年この時期にマラソン大会を実施して
います。
　上位入賞者は、次のとおりです。
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クエの季節が本格的に始動
−クエ・フェアを開催−

　10月４日（土）、九絵の町づくり実行委員会（山田理司
委員長）がクエのPRイベント「クエ･フェア」を開き、お
よそ2500人の観光客が県内外から訪れました。

　例年阿尾漁港で開催してきましたが、今年は海の家の
改修や駐車場の舗装も終わったことから、産湯海水浴場
駐車場で開催。開会前からクエ料理の食券販売所には長
い行列ができ、食券でクエ鍋やクエ飯、クエ寿司を受け
取ると、早速テーブル席で名物を味わっていました。
　またステージでは、和歌山住みます芸人「わんだーら
んど」のトークショーや、和歌山発のアイドルグループ
「Fun×Fam」のダンスショー、北出病院の「消炎鎮痛楽
団」の演奏会、天音太鼓の和太鼓ショーが披露され、会場
は熱気に包まれました。クエの解体ショーでは、およそ
20㎏のクエが圧巻の包丁さばきで解体され、重さ当て
クイズが実施されたほか、ビンゴゲームでは出た数字に
参加者が一喜一憂していました。最後には、もち投げを
行い、来場者はクエ尽くしの一日を堪能しました。
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日本画の普及に貢献
−日高町文化賞表彰式−

　11月３日（月）、中央公民館において日高町
文化賞表彰式が執り行われ、鈴木薫さん（日高町
小坂：写真中央）が日高町文化賞を受賞されま
した。

　鈴木さんは、県内を代表する日本画家の１人
で、ご自分の創作活動はもとより、日高町や御坊
市で「日本画すずらん会」の指導者として活躍さ
れ、後進の指導・育成に力を注ぐなど、伝統文化
としての日本画の普及に寄与されています。
　現在は、和歌山県美術家協会会員、院展研究会
碧の会会員、御坊市展審査員、日高町文化協会副
会長など、数多くの要職に就くかたわら、御坊市
の成人講座の講師も務められるなど多岐にわた
り活躍されています。
　日高町文化賞は、町の文化向上と発展に顕著
な功績のあった方や団体を表彰するものです。

「できない」ことを学ぼう
−比井小　高齢者・車イス体験−

　10月30日（木）、比井小学校（玉置雅已校長）でNPO法人
「WACわかやま」（中村富子代表）、日高町社会福祉協議会
（寺井陽子会長）の協力のもと、５・６年生児童合わせて25
人が高齢者の感覚や車イスを体験しました。

　関節を曲がりにくくするサポーターや重り、白内障を体
験する曇ったメガネなどがセットになった高齢者疑似体験
グッズ「つくし君」を身につけた児童らは、高齢者の体を疑
似体験。二人一組で１人が介助役になり、小さな文字を読ん
だり階段の上り下りをしたりして、高齢者の大変さを学び
ました。
　また車イス体験でも、二人ペアになり実際に車イスに
乗って体育館に作ったコースを走行。坂道の上り下りがと
ても大変なことや、少しの段差でも通れなくなってしまう
ことなどを、実感を通して学びました。
　体験に参加した６年生の鈴木拓海君は「（つくし君を着け
ると）足が重くて階段がゆっくりとしか登れなかったり、色
が分かり難かったりと大変でした。お年寄りの気持ちがよ
く分かり、これからはもっとお年寄りをいたわろうと思い
ます」と話していました。
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優勝した、
荊木Bチーム

荊木Ｂチームが優勝
−第59回日高町老人ゲートボール大会−
　10月28日（火）、萩原住民公園において第59回
日高町老人ゲートボール大会が、全９チームの参加
を得て開催されました。

　選手宣誓のあと、参加者らは２つのコートに分か
れて競技を開始。大会は正午を跨いで行われ、それ
ぞれのコートで熱戦が展開されました。
　試合はリーグ戦で行われ、午後３時過ぎには全て
の試合が終了。その結果、勝利数３を挙げ、全チーム
中トップとなる総得点50点を獲得した荊木Ｂチー
ムが、見事優勝を飾りました。

災害はいつ起きるかわからない
−津波避難訓練−

　11月１日（土）、県内一斉津波避難訓練が実施さ
れ、沿岸地区と津波による浸水が予測される内陸地
区の方々が、陸閘等の閉鎖や高台までの避難を実践
しました。

　比井地区では、津波発生の放送を受けて、漁港近く
にお住まいの方が素早く漁港に繋がる陸閘を閉じ、住
民の方々は急いで近くの高台に避難。中でも、小浦地
区方面へ続く県道へ多くの方が避難されていました。
　災害はいつ起こるかわからないという考えから、今
回の訓練は時間帯を変更し、午後５時から開始。薄暗
く雨も降る中、対象地区の合わせて888人が参加し、
危機管理の意識を新たにしました。

各地区の防災従事者が集結
−自主防災会連絡協議会−

　10月21日（火）、中央公民館において町内の自主防
災会（白井由喜夫会長）の代表者や区長らが集まり、自
主防災会連絡協議会が開かれました。

　会では、実施予定の防災訓練や講習会について案内
したほか、日高町地域防災計画の概要版や新しいハ
ザードマップを配り防災研修を実施。担当者が「自助・
共助・公助」といった災害時の心構えのほか、垂直避
難や水平避難といった避難の仕方、水害や土砂災害の
種類などを説明しました。
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月 日 業務内容 ごみを出す時間

年
　
末

平成26年

12月

26日（金） 平常どおり収集 必ず午後8時まで
に出してください。

27日（土）

〜
28日（日）

休　　業

29日（月） 町内全地区収集
（可燃物ごみ）※（注1）

必ず午後8時まで
に出してください。

30日（火）

〜

31日（木）
休　　業

年
　
始

平成27年

1月

1日（木）

〜

4日（日）
休　　業

5日（月） 平常どおり収集 必ず午後8時まで
に出してください。

※指定袋またはステッカーを貼って出してください。
※ステッカーを貼っていても、指定袋より大きいものは収集しませ
んのでご注意ください。

※ゴミの分別にご協力ください。

◎ごみの収集

〈連絡先〉細川志織　☎63・3599
（注１）�12月29日（月）は、内原地区（原谷･萩原･荊木･池田･高家･小中）も含み、町内全域の可燃物

ごみの収集をいたします。
（注２）�年末年始のごみの収集は、通常ルートおよび時間を変更して回収することがあります。

ごみは必ず午後８時までに出してください。午後８時を過ぎて出されると指定場所で
あっても回収されないことがありますのでご注意ください。

月 日 業務内容 備考

年
　
末

平成26年

12月 27日（土）午前中で業務を終了
年末の汲み取り申
し込みはできるだ
け、12月20日頃ま
でにお願いします。

年
　
始

平成27年

1月
5日（月）

〜

平常どおり営業 （日曜日は休業）

◎し尿汲み取り

〈連絡先〉内原地区（一部地区除く）
　　　　　　　　　　（有）日高環境サービス（山本）　☎22・7377
	 ☎63・2548
　　　　志賀・比井崎・小中・高家（一部）地区
　　　　　　　　　　（有）タカミ　　　　　　　　　☎63・2363

※清掃センターへのごみの直接持ち込みについて
　年末は、12/28（日）　8：00〜11：30� 12/30（火）　8：00〜11：00
　　　　　12/29（月）　8：30〜16：20
　年始は、��１/ ５（月）から通常受付8：30〜16：20となります。
　役場発行の“ごみ持込許可書”が必要です。
　�12/28〜30のごみ持込許可書の発行は、12/26（金）までとなります。

年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
、

�

し
尿
汲
み
取
り
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

指
定
日
以
外
の
日
に
、ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ
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　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、年間1万2000円分を助成券で交付します。
　②利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成27年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方
　　※（注）・年度途中に満75歳になられた場合や転入された場合は、その翌月分

から利用可（但し、助成額は月割り交付となります）。
　　　　　・日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することはできません。

ご利用方法
　①�利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 印南交通 ☎42・0105
川上タクシー ☎24・0200

南部タクシー ☎0739・
　72・2133中紀河南タクシー ☎24・1001

港タクシー ☎65・3100 介護タクシーふくしん ☎20・5272
御坊有交タクシー ☎22・4141 愛あいケアタクシー ☎20・1090

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業

家
庭
ご
み
の
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利

用
し
た
も
の
や
、

法
で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼

却
は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風
向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。
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人
権
週
間
は
、家
庭
で
、職
場
で
、学

校
で
、家
族
と
、み
ん
な
と
人
権
を
考
え

る
１
週
間
で
す
。

　

男
女
差
別
、障
が
い
者
差
別
、外
国
人

差
別
、部
落
差
別
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
差
別

や
偏
見
を
な
く
し
、み
ん
な
が
明
る
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。そ

の
た
め
に
は
、わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、周

り
の
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持

つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

今
一
度
、身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
の
あ
る

方
は
、お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
・
法

務
局
・
役
場
ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

日
高
町
人
権
擁
護
委
員
、和
歌
山
地

方
法
務
局
御
坊
支
局
、日
高
町
で
は
、次

の
日
程
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

平
成
26
年
12
月
６
日（
土
）

■
場
所　

み
な
べ
町
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

■
内
容

１
部　

13
時
〜
14
時
10
分

「
第
34
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」和
歌
山
県
大
会
表
彰
式
と
作

文
朗
読

２
部　

14
時
20
分
〜
15
時
20
分

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

「
〜
互
い
を
活
か
し
、

　
　
　
　
　
　

共
に
生
き
る
〜
」

《
女
性
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
様
々
な

分
野
で
活
動
を
続
け
て
行
く
に
は
、何

が
大
切
か
…

　

田
中
ゆ
か
さ
ん
の
実
体
験
に
基
づ
く

ト
ー
ク
、そ
し
て
、感
動
の
う
た
と
ハ
ー

プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
…
。》

■
出
演

　

田
中
ゆ
か
さ
ん（
う
た
と
ハ
ー
プ
）

　

伊
藤
ひ
ろ
し
さ
ん（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

■
参
加　

事
前
申
込
み

　
（
氏
名
、連
絡
先
、参
加
人
数
等
）

■
定
員　

２
０
０
名（
入
場
無
料
）

■
申
込　

日
高
振
興
局
総
務
県
民
課

　
（
☎
２
４･
２
９
３
６　

5
２
４･

２

９
０
６
）

※�

電
話
に
よ
る
受
付
は
、土･
日･
祝
日
を
除
く
、午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
45
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

■
と
き　

平
成
26
年
12
月
９
日（
火
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■
場
所　

Ａ
コ
ー
プ
ひ
だ
か
店
前

■
内
容　

啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布

【
困
り
ご
と
、心
配
ご
と
で

　
　
　
　
　
　
　
お
悩
み
の
方
へ
】

　

人
権
擁
護
委
員
か
、左
記
の
人
権
相

談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

◆
受
付　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分　

（
12
／
29
〜
１
／
３･

休
日
を
除
く
）

◆
面
談
に
よ
る
相
談
窓
口

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
御
坊
支
部

　
　
　
　
（
御
坊
市
薗
３
６
９
―
６
）

◆
電
話
に
よ
る
相
談
窓
口

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
（
☎
０
１
２
０･

０
０
７･

１
１
０
）

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
☎
０
５
７
０･

０
７
０･

８
１
０
）

・
右
記
以
外
の
専
用
相
談
電
話

　
（
☎
０
５
７
０･

０
０
３･

１
１
０
）

第
66
回

人
権
週
間

人
権
の
つ
ど
い

12
月
４
日
〜
10
日
ま
で
の
１
週
間

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

�

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

人
権
の
つ
ど
い

み
な
べ
町
役
場

み
な
べ
う
め
振
興
館

阪
和
自
動
車
道

【会場位置図】

上
南
部
小
学
校

上
南
部
中
学
校

国道424号線

みなべ
IC

み
な
べ
町
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

南
部
駅
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子
ど
も
医
療
費
制
度
は
、中
学
３
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ま
を
対
象
に
、医
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

対
象
は
、町
内
に
お
住
ま
い
の　
　

す
べ
て
の
０
歳
〜
15
歳
の
お
子
さ
ま

　

保
護
者
の
所
得
に
関
係
な
く
、日

高
町
内
に
住
所
を
有
す
る
０
歳
〜
15

歳（
出
生
か
ら
中
学
３
年
生
終
了
時

ま
で
）の
す
べ
て
の
お
子
さ
ま
が
対

象
で
す
。

医
療
費
の
助
成（
外
来
・
入
院
）　

　

通
院
と
入
院
に
か
か
る
保
険
診
療

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、入
院
中
の
食
事
代
、保
険

の
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
が
必
要
で
す

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、町
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
時
に
は
、健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
転
入
さ
れ

た
場
合
は
、前
住
所
地
で
の
課
税
証

明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

出
生
の
と
き
に
は
出
生
届
と
、転

入
の
と
き
に
は
転
入
届
と
一
緒
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、対
象
の
お
子
さ
ま
ま
た
は

保
護
者
の
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、

転
居
し
た
と
き
、加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
を
受
け
る
と
き

◆
和
歌
山
県
内
の
医
療
機
関
で

　
　
　
　
　
　
　

受
診
す
る
と
き

　

医
療
機
関
の
窓
口
へ
、子
ど
も
医

療
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。保
険
診
療
の
自
己
負

担
分
は
、町
へ
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
人
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
和
歌
山
県
外
の
医
療
機
関
で

　
　
　
　
　
　
　

受
診
す
る
と
き

１�

医
療
機
関
の
窓
口
へ
、健
康
保
険

証
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２�

保
険
診
療
、保
険
外
診
療
に
か
か

わ
ら
ず
自
己
負
担
分
を
支
払
い
、

保
険
点
数
が
確
認
で
き
る
領
収
書

な
ど
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

３�

住
民
福
祉
課
窓
口
へ
、領
収
書
、受

給
資
格
証
、印
鑑
、金
融
機
関
の
通

帳（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）を
ご

持
参
の
う
え
、支
給
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
額
を
審
査
し
、後
日
決
定
額

を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
申
請
は
診
療
日
か
ら
５
年
以

内
に
お
願
い
し
ま
す
。５
年
を
過
ぎ

る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３
・

３
８
０
０
）ま
で
。

子
ど
も
医
療
費
制
度

�

の
ご
案
内

　

こ
れ
ま
で
、公
的
年
金（
※
）を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、平

成
26
年
12
月
以
降
は
、年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、そ

の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、住
民
福
祉
課
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。

※�

遺
族
年
金
、障
害
年

金
、老
齢
年
金
、労

災
年
金
、遺
族
補
償

な
ど

今
回
の
改
正
に
よ
り

　
新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

・�

お
子
さ
ま
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
等
が
、低
額
の
老
齢
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合

・�

父
子
家
庭
で
、お
子
さ
ま
が
低
額

の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し

て
い
る
場
合

・�

母
子
家
庭
で
、離
婚
後
に
父
が
死
亡

し
、お
子
さ
ま
が
低
額
の
遺
族
厚
生

年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

な
ど
。

新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の

�

手
続
き

　

新
た
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、住
民
福
祉
課
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
26
年
12
月
よ
り
前
で
あ
っ
て

も
、事
前
に
申
請
が
可
能
で
す
。

支
給
開
始
日

◆�

手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給

開
始
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、こ
れ

ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、平

成
26
年
12
月
１
日
に
支
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
が
、平
成
27
年

３
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

は
、平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
か

ら
受
給
で
き
ま
す
。

◆�

平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
３
月

分
の
手
当
は
、平
成
27
年
４
月
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

児
童
扶
養
手
当
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
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妊
婦
、と
く
に
妊
娠
初
期
の
女
性
が

風
し
ん
に
か
か
る
と
、生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
が
、耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、

目
が
見
え
に
く
い
、生
ま
れ
つ
き
心
臓

に
病
気
が
あ
る
な
ど「
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
」と
い
う
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
、妊
娠
す
る
可
能

性
の
あ
る
女
性
は
事
前
に
予
防
接
種

を
受
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
も
風
し

ん
を
発
症
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
高
町
で
は
、妊
娠
を
希
望
し
て

い
る
女
性
と
、妊
婦
さ
ん
の
夫
へ
の

風
し
ん
予
防
接
種
ま
た
は
、麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

日
高
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

左
記
の
事
項
に
該
当
す
る
方

●
19
歳
〜
49
歳
の
妊
娠
を
予
定

　
　
　

ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女
性

（
昭
和
39
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年

４
月
１
日
生
）

※�

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、妊
娠
し
て
い
な
い

時
期
に
接
種
し
、接
種
後
２
か
月
間
は
妊
娠

を
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
夫

（
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
ま
す
）

■
助
成
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日

�
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

風
し
ん
予
防
接
種
の

�

費
用
を
助
成
し
ま
す

健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

風
し
ん
と
は
？

　

発
熱
、発
疹
、リ
ン
パ
節
腫
脹
を
特
徴
と
す
る

ウ
イ
ル
ス
性
の
病
気
で
す
。な
か
で
も
妊
娠
初
期

の
妊
婦
さ
ん
に
感
染
す
る
と
、白
内
障
、心
疾
患
、

難
聴
な
ど
障
が
い
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。今
年
は
、

去
年
に
比
べ
て
非
常
に
大
き
な
流
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、風
し
ん
の
流
行
は
数
年
続
く
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。和
歌
山
県
で
も
９
月
末

時
点
で
去
年
の
約
20
倍（
去
年
…
10
名　

今
年
…

２
４
７
名
）の
報
告
が
あ
り
、近
畿
圏
内
で
４
番

目
に
多
い
状
況
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

�

健
康
診
査
の
ご
案
内

介
護
保
険
の
紙
お
む
つ

等
支
給
事
業
に
つ
い
て

■
期
間
…
平
成
26
年
６
月
２
日
〜

　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

■
場
所
…
受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧

　
　
　

表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

■
対
象
者
…
75
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が

い
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
を
含
む
）

　

介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
等
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
要

介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
支
給
が
決
定
す
れ

ば
、月
額
三
千
円
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
支
給
対
象
者
の
要
件

①
当
町
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

②�

非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と（
市
町

村
民
税
・
所
得
税
）

③
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

④�

直
近
の
寝
た
き
り
度
判
定
が
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
に
該
当
す
る
方
、ま
た
は

認
知
度
判
定
ラ
ン
ク
Ⅲ
以
上
に
該

当
す
る
方

④� ｢

在
宅｣

、｢

軽
費
老
人
ホ
ー
ム｣

、

｢

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護｣

、

｢

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム｣

で
介

護
を
受
け
て
い
る
方（
入
院
・
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
）

⑤�

介
護
保
険
料
を
過
去
１
年
分
、滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

■
手
続
き
の
方
法

　

紙
お
む
つ
等
が
必
要
な
方
は
、あ

ら
か
じ
め
健
康
推
進
課
へ「
日
高
町

介
護
保
険
家
族
等
介
護
用
品
支
給
申

請
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

請
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３･

３
８
０
１
）ま
で
。

■
費
用
…
６
０
０
円

■
お
申
し
込
み
方
法

　

対
象
の
方
に
は
、５
月
下
旬
に
受

診
券
を
直
接
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

（
受
診
券
発
行
の
申
込
手
続
き
は
不

要
に
な
り
ま
し
た
）

■
お
申
し
込
み
先

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
合

�

（
☎
０
７
３･

４
２
８･

６
６
８
８
）
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　11月下旬から12月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用された場
合、１か月の自己負担額が200円以上軽減される可能性がある方を対象
に、ジェネリック医薬品使用促進のお知らせをお送りしています。
　患者負担の軽減や医療保険財政の改善には、ジェネリック医薬品の普及
が重要です。この機会に、ジェネリック医薬品の使用をご検討ください。

　このお知らせは、現在病院で処方されているお薬を、ジェネリック医薬品に切り替えた場合に自
己負担額が軽減できることをお伝えするもので、切り替えを強制するものではありません。

　お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　切り替えを希望される方は、かかりつけの医師または、薬剤師にご相談ください。

【お問い合わせ先】
後発医薬品利用差額通知コールセンター
� ☎０１２０･５３･０００６（通話無料）

【お知らせ発行元】
和歌山県後期高齢者医療広域連合
和歌山市吹上２丁目１番２２号　日赤会館９階
� ☎０７３･４２８･６６８８

後期高齢者医療制度に加入されているみなさまへ

ジェネリック医薬品使用促進の

� お知らせをお送りしています

ジェネリック医薬品使用促進の

� お知らせをお送りしています

効果的な運動方法を学んで、いい汗をかいて、メタボリックシンドロームを予防・改善しませんか？
楽しく運動をしたい方、ぜひご参加ください。

☆�医療機関にかかっている方は、
　運動制限について必ず主治医にご相談ください。

○ストレッチ
○初級エアロビクス
○ウォーキングフォーム
○筋力トレーニング

・動きやすい服装　・運動シューズ
・汗ふきタオル　・飲み物（お茶等）

メディカル＆フィットネス　アクオ
� 運動指導士

時　　間 場　　所

12月�8日 月 10:00〜11:30

メディカルフィットネス　アクオ
3階

1月16日 金 13:30〜15:00

2月16日 月 10:00〜11:30

3月11日 水 13:30〜15:00

ご用意いただくもの

講　師

内　容

お申し込み・お問い合わせ先 健康推進課　☎63・3801

運 動 教 室 の ご 案 内
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ひ
き
こ
も
り
の

�

理
解
と
対
応

※�

平
成
27
年
１
月
と
２
月
に
も
、ひ
き
こ
も
り
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
と
交
流
会
を
開
催
予
定
で
す
。

入
場
無
料

講
　
師
…
小
野
善
郎

（
和
歌
山
県

�

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
「
ひ
き
こ
も
り
」と
は
、仕
事
や

学
校
に
行
か
ず
家
に
居
が
ち
で
、

家
族
以
外
の
人
と
係
わ
る
機
会
が

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
の
こ
と
で

す
。

　
「
ひ
き
こ
も
り
」の
状
態
が
続
く

と
、本
人
だ
け
で
な
く
、家
族
も

日
々
の
生
活
の
中
で
不
安
や
行
き

詰
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、ひ
き
こ
も
り
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
が
、ひ
き
こ
も
り
に

つ
い
て
理
解
し
、回
復
の
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
も
の
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
　
時

平
成
26
年
12
月
18
日（
木
）

�

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所�　

御
坊
保
健
所

（
御
坊
市
湯
川
町

�

財
部
８
５
９
―
２
）

定
　
員　

30
名

対
　
象

　

ひ
き
こ
も
り
の
問
題
に
つ
い
て

関
心
の
あ
る
方（
家
族
や
本
人
、支

援
者
な
ど
）

お
問
い
合
わ
せ･

お
申
込
み
先

和
歌
山
県

�

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
３･

４
３
５･

５
１
９
４

5
０
７
３･

４
３
５･

５
１
９
３
）

■【お申込み・お問い合わせ先】
　和歌山県精神保健福祉センター（☎０７３･４３５･５１９４）　（FAX０７３･４３５・５１９３）

大切な人の突然の自死…。
残された人は、衝撃を受け、混乱し、悲し
みや自責、絶望の中でその後の生活を送
ります。
今回、自死遺族のこころの回復といやし
をテーマに、講演会とミニコンサートを
開催します。
この機会が、自死遺族を理解し、回復に
向かう助けになればと考えております。
みなさまのご参加をお待ちしています。

■プログラム
11：00〜12：00　講演
「大切な人を自死でなくした
� 悲しみからの回復」
佐藤まどか

（カウンセリングスペース『リヴ』代表

� ･「親の自死を語る会」代表）

12：30〜13：00
　クリスマス　いやしの音楽会
演　奏：ユメグミ氏（クロマティックハーモニカ）

場　所：精神保健福祉センター
　　　  プレイルーム（和歌山ビッグ愛２階）
定　員：20名
対　象：自死遺族やその周囲の方、また、自

死遺族を援助されている方など、
どなたでもご参加いただけます。

日�時：平成26年12月13日（土）
� 11：00〜13：00　入場無料
■終了後
　わかちあいの会を開催します
　時間：13:30〜15:30
　対象：大切な人（家族、知人、友人）を
　　　　自死で亡くされた方。
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　日高町では介護予防事業として4つの教室（
）を開催しています。 

　１月から、それぞれの教室が始まります。 
　参加対象者は、 です。 

■お問い合わせ・申込先
　健康推進課・地域包括支援センター　☎0738・63・3801

介護が必要な状態にならないために　元気なうちから
　　　　　積極的に　介護予防事業に参加しましょう!!

●期　間：平成２7年１月～３月（全12回）
毎週火曜日
午前９時００分～午後１時００分

●場　所：メディカル＆フィットネス・アクオ
●定　員：15名程度

（定員になり次第締め切ります）

●内　容：気功とプールまたはジム
●参加費：1回につき310円と昼食代520円

●期　間：平成２7年１月～３月（全１２回）
毎週金曜日
午後１時００分～午後２時３０分

●場　所：コミュニティケア キタデ ゆうゆう
●定　員：10名程度

（定員になり次第締め切ります）

●内　容：音読・計算・脳トレ体操・ゲームなど
●参加費：１回につき２2０円

●期　間：平成２7年１月～３月（全５回）
隔週水曜日
午後１時３０分～午後３時００分

●場　所：特別養護老人ホームときわ寮
●定　員：8名程度

（定員になり次第締め切ります）
●内　容：低栄養や疾病予防のための食事指導等
●参加費：１回につき３００円

●期　間：平成２7年１月～３月（全７回）
毎週木曜日
午後１時３０分～午後３時００分

●場　所：特別養護老人ホームひだか博愛園みちしお
特別養護老人ホームときわ療

●定　員：１０名程度
（定員になり次第締め切ります）

●内　容：口腔体操、ブラッシング指導等
●参加費：１回につき３００円

参加者 
募集！！ 
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お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 
務 
課

お
知
ら
せ

た
だ
今
、「
合
同
滞
納

整
理
強
化
月
間
」で
す
！

町
税
の
納
め
忘
れ
は

�

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
、県
お
よ
び
和
歌
山
地
方
税
回

収
機
構
で
は
11･

12
月
を
合
同
の「
滞

納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、滞
納
税

額
縮
減
の
た
め
、差
押
え
を
行
う
な

ど
協
調
し
て
滞
納
整
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

金
融
機
関
ま
た
は
税
務
課
で
早
急
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
納
付
で
き

な
い
方
は
、未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

税
務
課
へ
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
納
税
相
談
窓
口
の
開
設
】

　

次
の
と
お
り
夜
間
の
納
税
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時　

平
成
26
年
12
月
18
日（
木
）

�

19
日（
金
）

�

午
後
８
時
ま
で

場
所　

役
場
別
館
１
階　

税
務
課

　

町
税
は
自
主
的
に
納
期
限
内
に
納

付
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

納
期
ま
で
に
町
税
を
納
付
し
な
い

場
合
は
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日
を
経

過
し
た
日
ま
で
に
こ
の
町
税
に
か
か

る
徴
収
金
を
完
納
し
な
い
場
合
に
は

滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。徴
収
金
と
は
、本
税
に
、延
滞
金
、

督
促
手
数
料
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の

で
す
。

【
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

　
　
　
　
納
付
が
な
い
場
合
】

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、次
の
と
お

り
滞
納
処
分
の
手
続
き
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

①
督
促
状
の
送
付

②�

電
話
や
文
書
、直
接
訪
問
な
ど
に

よ
る
納
税
の
催
告

③
財
産
調
査
を
実
施

④�

預
金
、給
与
、不
動
産
等
の
財
産
の

差
押
え

⑤
差
押
え
た
不
動
産
等
の
公
売
・
換
価

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３
・
３
８

０
２
）ま
で
。

【
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
と
は
】

　

機
構
は
、滞
納
と
な
っ
た
税
金
を

回
収
す
る
た
め
、滞
納
者
宅
の
捜

索
、不
動
産
・
預
金
・
売
掛
金
等
の

差
押
え
・
差
押
え
財
産
の
公
売
な

ど
の
法
的
処
分
を
行
う
組
織
で
す
。

本
町
で
も
毎
年
、滞
納
事
案
の
引
き

継
ぎ
を
行
っ
て
お
り
、今
後
も
税
負

担
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会（
㟢
久
保
義
嗣
会
長
）が
、町
内
中
学
生
か
ら

募
集
し
て
い
た
平
成
26
年
度「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
」に
２
１
６
人
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、次
の
３
点
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、同
協
議
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。な
お
、受
賞
作
品
は
、御
坊
税
務
署
お
よ
び
役
場
玄
関
口
に
１
年
間
掲
出
さ

れ
ま
す
。 中

学
生��　

税
の
標
語

　
【
受
賞
作
品
】

○「
納
め
よ
う
　
未
来
を
築
く
　
第
一
歩
」

日
高
中
２
年　

黒
田
陸
真

○「
税
金
で
　
明
る
く
豊
か
な
　
国
づ
く
り
」

日
高
中
３
年　

松
原
実
由

○「
税
金
で
　
人
の
暮
ら
し
も
　
将
来
も
」

日
高
中
３
年　

山
下　

萌

町
税
は
納
付
期
限
内
に

�

納
付
し
ま
し
ょ
う
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設置者
設備の発電規模

10kw以上 10kw未満

個　人
（住　宅）

経済産業省の
認定を受け、全
量または余剰
電力を売電さ
れる場合、事業
用資産となり、
償却資産とし
て課税対象と
なります。

事業用資産と
ならないため、
償却資産とし
て課税の対象
外となります。

個　人
（事業用）事業用資産となるため、売電の有無にかかわらず償却資産と

して課税の対象となります。
法　人

　

家
屋
の
増
改
築
を
し
た
り
、倉
庫

や
物
置
、車
庫
を
新
築（
増
改
築
）さ

れ
る
と
、固
定
資
産
税
の
対
象
と
な

り
、申
告
の
義
務
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

家
屋
の
増
改
築
や
倉
庫
な
ど
の
新

築（
増
改
築
）を
さ
れ
た
場
合
は
、お

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
太
陽
光
発

電
設
備（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
）を
設
置
し
た
時
は
、固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、償
却
資

産（
固
定
資
産
）と
し
て
町
へ
の
申
告

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

下
表
で「
課
税
の
対
象
」に
該
当

す
る
場
合
は
、平
成
27
年
２
月
２
日

（
月
）ま
で
に
償
却
資
産
の
申
告
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、12
月
末
頃
に

申
告
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

手
数
で
す
が
、完
成
後
に
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

に
は
、滅
失
登
記
等
で
取
り
壊
し
の

把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、滅
失

登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
未
登

記
建
物
に
つ
い
て
は
、適
正
な
課
税

を
お
こ
な
う
た
め
、必
ず
届
出
を
お

こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３
・
３

８
０
２
）ま
で
。

す
の
で
、事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３
・
３
８

０
２
）ま
で
。

※�

一
定
の
要
件
を
満
た
す
設
備
に
対
し
て
は
、

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
、税
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

建
築
物
の
新
築
・

増
改
築
ま
た
は
取
壊

し
を
さ
れ
た
方
へ

太
陽
光
発
電
設
備
を

�

設
置
さ
れ
る
場
合

工
業
統
計
調
査
を

�

実
施
し
ま
す

　

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
は
、従

業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業

所
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
26
年
12
月
31
日
で
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、本
年
12

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。調
査
票
に
御
記
入

い
た
だ
い
た
内
容
は
、統
計
作
成
の
目

的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）に
使
用
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

工
業
統
計
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

コ
ウ
ち
ゃ
ん

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

12
月
９
日（
火
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同

相
談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
、

弁
護
士
の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま
で
。
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　地方自治体（町など）が財政破綻してしまう
と、住民のみなさまの生活に重大な影響を及ぼ
します。
　具体的には、税金をはじめ公共料金や保育料
の値上げ、小学校の統廃合や補助金の廃止・削
減、道路整備などの中止・延期など、様々な行
政サービスが低下してしまいます。
　こういったことにならないように、「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健
全化法）に基づき、財政状況を数値化し、公表す
ることで、深刻な状況に陥ることを回避し、早

期に健全化対策を講
じることとなってい
ます。
　もし算定された数
値が悪ければ、必要な
措置が講じられるこ
ととなります。この指標による日高町の財政状況
は下表のとおりで、今のところ心配ありません。
　今後も、住民のみなさまにご心配をおかけす
ることのないよう、引き続き健全財政の運営に
努めてまいります。

平成25年度  財政健全化判断比率等を
お知らせします

■財政健全化判断比率

■資金不足比率

日高町の比率 判断基準
早期健全化基準
イエローライン

財政再生基準
レッドライン平成25年度 平成24年度 増減

実質赤字比率 − − − 15.0% �20.0%
連結実質赤字比率 − − − 20.0% 35.0%
実質公債費比率 8.2% 10.0% ▲1.8% 25.0% 35.0%
将来負担比率 36.4% 29.2% 7.2% 350.0%

特別会計名
日高町の比率

判断基準
平成25年度 平成24年度 増減

水道事業会計 − − − 20.0%
下水道事業特別会計 − − − 20.0%

（注）【実質赤字比率】、【連結実質赤字比率】は、黒字の場合『−』表示となります。

（注）資金不足額がない場合『−』表示となります。

○財政健全化判断比率等とは？	…	【財政健全化判断比率】と【資金不足比率】です。
　　★財政健全化判断比率は、次の4つの比率からなっています。
　　　　　①実質赤字比率���� 　一般会計等の単年度の赤字の程度。財政運営の深刻度を示すものです。
　　　　　②連結実質赤字比率�� 　一般会計等と特別会計の全ての会計の単年度の実質赤字の程度。町全体の財

政運営の深刻度を示すものです。
　　　　　③実質公債費比率��� 　一般会計の借金返済額と特別会計や一部事務組合における借金返済額に充

てるために一般会計から支出した額を合算した額から、交付税措置分等を差し
引いた実質的な一般会計の負担の程度。借金返済にかかる資金繰りの危険度を
示すものです。これは3年間の平均値で示されます。

　　　　　④将来負担比率���� 　一般会計が全ての会計と一部事務組合、第3セクターでの借入金残高に対し
て負担する額や、全職員の退職金への負担額など、今後支出が必要となる額と、
町の貯金の額や交付税で措置される額などを勘案し、将来において一般会計の
負担となる程度。将来の財政への圧迫度を示すものです。

　　★資金不足比率は、水道や下水道事業など公営企業の資金不足を料金収入の規模と比較して指標化されたもの。
　　　�経営の深刻度を示すものです。
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10
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
、長
崎

県
佐
世
保
市
で
、第
69
回
国
民
体
育

大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
が
開
催
さ

れ
、和
歌
山
県
か
ら
は
成
年
男
子（
県

選
抜
）チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

男
子
は
、初
戦
で
強
豪
の
島
根
県

と
の
対
戦
と
な
り
、厳
し
い
試
合
に

な
り
ま
し
た
が
、４
―
１
で
戦
い
を

制
し
、準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し

た
。

　

準
決
勝
で
は
、本
年
７
月
に
紀
美

野
町
で
開
催
さ
れ
た「
２
０
１
４
全

日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大

会
」の
決
勝
と
同
じ
、愛
知
県（
名
古

屋
フ
ラ
ー
テ
ル
）と
の
対
決
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
半
、選
手
た
ち
は
落
ち
着
い
て

チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
も
の
に
し
、１

対
１
の
同
点
で
折
り
返
し
ま
し
た
。

　

後
半
に
入
る
と
、愛
知
県
の
ス

ピ
ー
ド
と
突
破
力
に
苦
戦
。少
な
い

チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
得
点
に
繋
げ
た

愛
知
県
に
、３
対
１
で
破
れ
、３
位
決

定
戦
に
進
み
ま
し
た
。

　

決
定
戦
の
結
果
、平
成
６
年
の
愛

知
国
体
以
来
20
年
ぶ
り
の
出
場
で
、

見
事
３
位
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

来
年
の「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」

で
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま

す
。み
な
さ
ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

日
高
町
実
行
委
員
会
事
務
局
・
教

育
課
内（
☎
６
３･

３
８
１
２
）

　

要
保
護（
生
活
保
護
家
庭
）者
に
準

ず
る
程
度
に
困
窮
し
、就
学
困
難
な

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、学
用

品
費
等
の
就
学
援
助
資
金
が
支
給
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、教
育
課
学
校
教
育
班

（
☎
６
３･

２
０
３
８
）ま
で
。

募集内容
平成27年の紀の国わかやま国体での
　　　　「運営および準備サポーター」
応募要件
日高町内に在住、在勤、在学する個人またはグループ
（１）運営サポーター（応募時点で18歳以上の方）
（２）準備サポーター（本人の意志でどなたでも。年齢不問）
応募方法
町教育委員会で手続きを行えます。
※�詳細などは、下記までお気軽にお問い合わせください
日　　程
☆紀の国わかやま国体
　　　　平成27年9月26日（土）から10月6日（火）
　　（ホッケー競技）
　　　　平成27年10月1日（木）から10月5日（月）
　詳しくは、実行委員会WEBサイトまたは、問い合わせ
先までご連絡ください。

【お問い合わせ先】
紀の国わかやま国体日高町実行委員会事務局
☎� 0738・63・3812
5� 0738・63・3353

ホームページは

「紀の国わかやま国体・大会」
開催まで、いよいよあと１年となりました！
　これを機会に、選手への応援、両大会の準備・
広報をより一層推進していまいります。

■日高町開催競技：ホッケー競技（少年男女）
　会場：マツゲンスポーツグラウンド
　日程：平成27年10月１日（木）〜５日（月）

紀の国わかやま国体　ボランティア

「日高町国体サポーター」を募集しています！

　大会の運営には、多くの皆様
の力が必要です。全国から来ら
れる方々を温かくお迎えし、日
高町らしい大会開催に向け、た
くさんのご応募をお待ちしてい
ます。 日高町 検索

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

第
69
回
国
民
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
！

�

県
選
抜
成
年
男
子
が
20
年
ぶ
り
の
出
場
で
３
位
に
！

就
学
援
助
資
金
の

お
申
し
込
み
に
つ
い
て
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放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
27
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
、正
規

の
通
信
制
大
学
で
す
。

　
『
大
学
を
卒
業
し
た
い
』、

『
学
び
を
楽
し
み
た
い
』な
ど

様
々
な
目
的
で
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、誰
で
も
、学
び
た

い
だ
け
学
べ
る
大
学
で
す
。

　

た
だ
い
ま
、平
成
27
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。　

　

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
出
願
期
間

　

12
月
1
日
〜
３
月
20
日

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も

�

受
け
付
け
て
い
ま
す
）

あなたも放送大学で学んでみませんか？（
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

放
送
大
学

	

和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
１
・
０
０
５
１

　

和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
７
―
20

�

☎
０
７
３
・
４
３
１
・
０
３
６
０

　地区住民のみなさまには、いつもお世話になり誠
にありがとうございます。さて、平成26年度３回目
の資源回収を行いますので、ご協力よろしくお願い
します。なお、お手数ですが、右記指定の収集場所へ
お出しください。
（中紀職業訓練センターに、直接お持ちいただいても構いません）

●と　き　12月21日（日）�
8:00-13:00
（小雨決行・9時より収集開始）

●収集物　新聞　　雑誌（古書含む）
　　　　　アルミ缶　　段ボール等

太陽福祉会から「資源回収」のお知らせ
●収集場所（内原）
・池田公民館前
・東光寺公民館前
・内ノ畑公民館前
・農協原谷支所跡
・原奥旧バス停前
・萩原公民館前
・坂中木工所三叉路付近
��（前川運輸第2車庫横）
・荊木公民館裏
・紀伊内原駅南駐車場
・小中作業所前
・高家北集会所前
・高家南集会所前

（お問い合わせ）
社会福祉法人�太陽福祉会
ワークステーションひだか
� （☎20・5179）

●収集場所（志賀）
・旧上志賀バス停付近
・大原橋付近
・�志賀小北�おろす橋東町有地
・�下志賀コミュニティーセンター
・川上重信氏宅三叉路付近
・谷口文化会館
・�柏コミュニティーセンター横

お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

農
作
物
鳥
獣
害
防
止
総
合

�

対
策
事
業
の
ご
案
内

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

　

町
で
は
、農
家
の
方
々
が
農
作
物

を
鳥
獣
害
か
ら
守
る
目
的
で
、電
気

柵
・
ト
タ
ン
柵
な
ど
の
設
置
に
係
る

資
材
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、上
下
水
道
課（
☎
６

３
・
３
８
０
５
）ま
で
。

補
助
し
ま
す
。

「
防
護
柵
設
置
支
援
事
業
」

　

町
内
の
農
家
の
方
が
、田
畑
に
電

気
柵
、ト
タ
ン
柵
な
ど
を
設
置
す
る

場
合
が
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
額
は
、事
業
費
の
３
分
の
２

以
内（
１
㍍
当
た
り
９
０
０
円
上
限
）

で
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
、こ
れ
ら

の
事
業
を
希
望
さ
れ
る
農
家
の
方

は
、１
月
６
日（
火
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、産
業
建
設
課（
☎
６
３･

３
８
０
６
）ま
で
。

お問い合わせは、下記まで。
産業振興班（☎63・3806）
建　設　班（☎63・3804）

産 

業 
建 
設 

課

お
知
ら
せ
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■日　　時　12月10日（水）10時〜15時
■場　　所　御坊保健所
　　　　　　御坊市湯川町財部859-2
■相談内容　・肝炎の診断および治療について
　　　　　　　（肝疾患全般について）
　　　　　　・肝炎医療費助成について　等
　　　　　　※相談時間はお一人約１時間を予定
■参�加�費　無料
■予約方法　電話予約
　　　　　　肝疾患相談支援センター
　　　　　　（☎０７３･４４１･０８５０）

　和歌山県立医科大学附属病院、肝疾患相談支援
センター専任看護師による「肝炎無料出張相談会」
が開催されます。
　治療方法が日々進歩している中で、最適な治療
を安心して受けられるよう相談をお受けします。

　今冬は、電力の需給が非
常に厳しくなっています。
　お客さまの健康に影響
を与えない範囲、ライフラ
イン機能等の維持や生産
活動に支障のない範囲で、
可能な限りの節電にご協力いただきますようお
願いします。

【節電に関するお問い合わせ先】
〜関西電力：節電お問い合わせ専用ダイヤル〜
☎０８００･１２３･０１７１（通話無料）
（受付時間：9：00〜17：00/
��土、日、祝日および12月29日〜１月２日は除く）
※�お電話が繋がりにくい場合がありますので、あらかじ
めご了承ください
※�一部のＩＰ電話からは、ご利用いただけない場合があ
ります

日　　程　　平成26年12月17日（水）
　　　　　　　　　　　��〜19日（金）
時　　間　　午前８時30分〜午後７時
電話相談　　和歌山労働局雇用均等室
　　　　 （☎０７３･４８８･１１７０）

※�上記の３日間は時間を延長して
ご相談をお受けします
※�通常の受付時間は午前８時
　�30分〜午後５時15分（土日祝･年
末年始は除く）です

●�１年契約で更新されてきたのに、妊娠を伝えた
ら、次の契約更新はしないと言われた。
●上司から、産休･育休は取れないと言われた。
●�育休は取れたけど、「戻るときはパートになっ
てね」と言われた。
など、これってマタハラ（マタニティハラスメン
ト）？と疑問に思ったら、和歌山労働局雇用均等
室にご相談ください。

【お問い合わせ先】
　御坊保健所総務健康安全課（☎２２･３４８１）

【ご案内】
●労働基準監督署　　御坊（☎２２･３５７１）
●ハローワーク　　　御坊（☎２２･３５２７）
●和歌山労働局労働保険徴収室
　　　　　　　�（☎０７３･４８８･１１０２）

肝炎無料出張相談会

妊娠･育休･トラブル電話相談 冬の節電に
ご協力をお願いします

　厚生労働省の所管する
労働保険とは、労働者災
害補償保険（一般に「労災
保険」という）と雇用保険
との総称で、保険給付は
各保険制度で別に行われ
ますが、保険料の徴収等については、原則的に
一体のものとして取り扱われます。
　労働保険は、農林水産業の一部を除き、労働
者（パート、アルバイト等を含む）を一人でも
雇用している事業主は全て加入が義務付けら
れており、成立手続きを行う必要があります。

事業主のみなさまへ
「入っていますか？労働保険」
事業主のみなさまへ
「入っていますか？労働保険」

〜妊娠･出産･育休に関する
職場でのトラブルの相談をお受けします〜

冬の節電に
ご協力をお願いします
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１０月中
　友達と仲良く合奏中〜♪
　次は何を弾こうかな。
　指に洗濯ばさみを装着〜。
　「見て見て！指がいろんな色になったよ♪」

１０月８日（水）
　久しぶりのお散歩♪
　ドングリをいっぱい見つけたよ。
　ヤギさんとも出会って楽しかった！

１０月２０日（月）
　内原・志賀保育所へ行って来ました♪
　おおきな声で歌を歌っていたお兄ちゃん・お
姉ちゃん、かっこいい！
　給食も美味しそう。早く保育所へいきた〜い。

お問い合わせは、
子育て支援センター（☎ 70･4140）まで。
（保健福祉総合センター内）

〜☆☆☆自由遊び☆☆☆〜

〜☆☆☆お散歩☆☆☆〜

〜☆☆☆保育所見学☆☆☆〜

※０〜３歳の未就園児とその
　�保護者の方が、対象となっ
ています。
※月〜金
　午前� 9:00 〜 12:00
　午後 13:00 〜 16:00

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

１２月の行事予定♪♪♪

３日　小麦粉粘土遊び　10:30 〜

９日　子育て広場　9:30 〜 11:30

18 日　クリスマス会　10:30 〜

24 日　クエっこ測定

26 日　大掃除のため午後から休館

※ 27 日〜平成 27 年１月 4日は、

　年末年始のため休館となっています
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開室日…月曜日〜土曜日　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間 中央公民館（☎63・3811）

公 民 館 図 書 室 だ よ り

新着図書のご案内

新着図書のご紹介

☆緋の天空� （葉室　麟）
　闇を払う光となれ。朝廷の権力争い、相次ぐ災
害や疫病�。混迷を乗り越え、夫・聖武天皇を支
えて国と民を照らす大仏の建立を目指す。光明皇
后の生涯を描いた歴史長編。

おはなしの会
読み聞かせボランティア

募集中!!
　中央公民館では、子供たちに
本を読んでくれる方を募集しています。絵本や
読み聞かせに興味のある方はお気軽にお問い
合わせください。

☆阿蘭陀西鶴� （朝井　まかて）
　「ほんま、はた迷惑なお父はんや」若くして妻を
亡くし、娘と大阪に暮らしながら、創作に打ち込
んだ井原西鶴は、人間大好き、世間に興味津々、数
多の騒動を引き起こす。娯楽小説の祖・西鶴の人
生を描く。

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

一般書
●泣いたの、バレた？ （酒井　順子）

●愛なんて嘘 （白石　一文）

●仙丹の契り （仁木　英之）

●スタープレイヤー （恒川　光太郎）

●どろにやいと （戌井　昭人）

●かたづの！ （中島　京子）

☆緋の天空 （葉室　麟）

●虫娘 （井上　荒野）

●それは秘密の （乃南　アサ）

●エヴリシング・フロウズ （津村　記久子）

●幻肢 （島田　莊司）

●後妻業 （黒川　博行）

●降り積もる光の粒 （角田　光代）

●明日は、いずこの空の下（上橋　菜穗子）

●炎を薙ぐ （池永　陽）

☆阿蘭陀西鶴 （朝井　まかて）

●スターダストパレード （小路　幸也）

●エデンの果ての家 （桂　望実）

●侵入者 （折原　一）

●離陸 （絲山　秋子）

以上、合計２０冊！

みなさんのお越しを
お待ちしています!!
みなさんのお越しを
お待ちしています!!

《一般書　そのいち》 《一般書　そのに》
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保健だより 
飲酒とこころの健康飲酒とこころの健康飲酒とこころの健康
～アルコール依存に気をつけましょう～～アルコール依存に気をつけましょう～

　お酒はストレスや緊張を和らげるなど、上手に飲めば効用があります。しかし、
お酒に含まれるアルコールには依存性があり、習慣的に飲酒していると「アル
コール依存症」になる危険性があります。依存症になると、健康を損ねるばかり
か、社会的・経済的なトラブルを起こしやすく、仕事や家庭など、自分の大切なも
のを失ってしまいます。
　これからの季節は、忘年会にクリスマス、新年会と、お酒を飲む機会が多くなり
ます。この機会にあなたのお酒の飲み方を見直してみましょう。

　習慣的に飲酒していると、アルコールへの耐性が上がり（お酒に強くなり）、たくさん
飲まないと酔うことができなくなっている状態です。少ないお酒では物足りなくなり、
次第に飲酒量が増えていき、問題行動を起こすようになります。これが「アルコール依存
症」です。お酒を飲む習慣のある人なら誰もがなる可能性があります。

　アルコールは、ストレスなどからくる不安、憂うつな気持ちを和らげる作用があります
が、一時的なものです。酔いから覚めた後は、前より気持ちの落ち込みが悪化します。うつ
病がある場合は悪化したり、健康な人のうつ病の誘因となったりすることもあります。
　また、酔いは思考の幅を狭め、自暴自棄な結論を導き出しやすくさせることから、悩み
を紛らわすために飲酒するのは危険です。

　寝る前のお酒は、寝つきをよくする一方、眠りが浅くなることから熟睡
感を得られにくく、結果的に不眠を悪化させたり、不眠を引き起こしたり
します。また、気分が落ち込む原因にもなるため、眠れなくてつらいとき
は、専門医に睡眠薬の服用について相談しましょう。

★多量飲酒は依存症のリスクを高めます

★お酒はうつ状態に拍車をかけてしまいます

★飲酒は眠りを妨げ不眠を招きます

自分はお酒に強い。たくさん飲んでも大丈夫。
� ･･･お酒の量や飲む回数がだんだん増えている

おもしろくない。ほかにやることもない。
� ･･･不安や憂うつや気持ちを紛らわすために飲む

眠れない…アルコールの力で寝てしまおう。
　　　　　･･･眠ろうとして、就寝前にお酒を飲む

1

2

3

こんな飲み方は危険です！
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お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

　アルコール依存症とうつ病は関係が深く、合併すると、自殺の危険性が高まることが分かって
います。警視庁のデータによると平成25年の自殺者の自殺原因・動機のうち、健康問題が占める
割合は67.5%、それに占めるうつ病とアルコール依存症の割合は44.2%にものぼります。

多量飲酒

うつ病（抑うつ気分・
不眠）を解消したい

アルコール依存症
の発症など

抑うつ気分・不眠、
うつ病の発症など

アルコール依存症

多量飲酒・
社会問題や
家族問題

多量飲酒＋うつ＋不眠＝「自殺」を招く負のスパイラル

うつ病から依存症に

注意！最も危険なのは…

★適正飲酒を心がけましょう
　主なお酒の種類と適量は次の通りです
　●ビール　　（アルコール度数�５%）� 中びん１本（500ml）
　●日本酒　　（アルコール度数15%）� １合（180ml）
　●焼酎・泡盛（アルコール度数25%）� 0.6合（110ml）
　●ウイスキー（アルコース度数43%）� ダブル１杯（60ml）
　●酎ハイ　　（アルコール度数�７%）� １缶（350ml）
　●ワイン　　（アルコール度数12%）� 小グラス２杯（200ml）
・週に２日は休肝日をつくり、肝臓を休ませましょう
・飲むときには何か食べたり、薄めて飲んだりするなどの工夫をしましょう
・時間をかけてゆっくりと飲みましょう

　本人の力だけでは回復が難しく、専門家の支援が必要です。ひとりで抱え込まず、専門医や相談窓口
で受診・相談しましょう。

　ひとたび依存症になってしまったらお酒をやめるしか解決法はありません。これからもお酒を楽し
く飲むために、日頃から適正飲酒を心がけましょう。

相談窓口
和歌山県精神保健福祉センター（☎０７３･４３５･５１９２）
御坊保健所（☎２２･３４８１）

アルコール依存症が疑われたら

依存症にならないために

依存症からうつ病に
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きしゅう君

御坊警察署
高家駐在所
　　中村 祥大

比井駐在所
　　岡野 敏之
　 23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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わかやま冬の交通安全運動

飲
酒
運
転
の
根
絶

運動
期間
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車
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意
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転
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泥
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注
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！

自
転
車
泥
棒
に
注
意
！

不
審
者
に
注
意
！
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防災ひとくちメモ  vol.26

消火器の耐用年数

新規購入
消火器具等 税込価格

簡易消火具（スプレー式）￥1,800

消火薬剤1.2㎏型 ￥6,500

消火薬剤3.0㎏型 ￥7,500

住宅用火災警報器 ￥4,000

詰め替え
消火器種類 税込価格

消火薬剤1.2㎏型 ￥2,000

消火薬剤1.5㎏型 ￥2,000

消火薬剤2.0㎏型 ￥2,600

消火薬剤3.0㎏型 ￥3,500

●消火器の引き取りのみ…￥1,000
※�消火薬剤型の消火器を新規購入された場合のみ、古い消火器
の引き取りが無料になります

消火器を販売するために、こちらから訪問する
ことはありません。
悪徳商法や詐欺には十分注意してください。

注
意
【連絡先】�日高町消防団事務局（☎63・2051）

日高町消防団

消火器斡旋料金一覧表

10年程度

もし火災が発生したら

　冬場は空気が乾燥し、火災
が非常に起こりやすくなって
います。万一、火災が発生した
場合に、どのように対処すれ
ばいいのか確認しておきま
しょう。

★火災発見！
①早く知らせる
　大声を出したり、音の出る物を打ち鳴らす
などして周りに異変を知らせ、119番に通報
しましょう。
②早く消火する
　消火器や水などで消せるのは、炎がカーテン
などの立ち上がり面に移った状態が限度です。
③早く逃げる
　炎が天井などに燃え広がったら、もう手が
付けられません。服装や持ち物にこだわらず、
早急な避難を心掛け、一度逃げたら絶対に戻
らないでください。

防災ひとくちメモ  vol.26
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※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
9
日（
火
）　

13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

●
9
日（
火
）

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の
方

◎
受
付
／
9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

日

高

町

中

央

公

民

館

●
16
日（
火
）　

10
時
〜

お

は

な

し

の

会

お

は

な

し

の

会

●
1
月
7
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
26
年
8
月
1
日
〜
9
月
15
日
生

　
　
　

H
26
年
2
月
1
日
〜
3
月
15
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

   9：00～  9：15
 11：00～11：15
 13：00～13：15
 15：00～15：15（金曜日放送なし）
 18：00～18：15
 19：00～19：15
 21：00～21：15
 23：00～23：15

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
は
情
報
が
い
っ
ぱ
い

★役場からのお知らせなど★
行政チャンネル（文字放送）

24時間放送　（随時更新）

★地域の様子ならココ！★
「きのくにNAVI」（11ch）

※番組は毎週木曜日の
　18時更新

●
1
月
4
日（
日
）　

10
時
〜

　
﹇
対
象
﹈H
6
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

H
7
年
4
月
1
日
生

成

人

式

成

人

式

■ ケーブルプラス電話とは、Z T Vと K D D I が提携し、
  提供する固定電話サービスです。

新サービス

只今好評受付中

※＠ビリングまたはMyビリング利用料金割引なしで、
　紙請求書発行ありの場合の住宅用1級取扱局プッシュ回線
　利用料金です。
　（その他の回線種別・取扱局は料金が異なります。）

月々
292円
おトク！

年間
3,504 円
もおトク！

お客様センター
0120-222-505

1,436
1,728円/月
NTT 加入電話

基本料金

1,436円/月
ケーブルプラス電話

基本料金※

（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

月額基本料金＆通話料がおトク！

月額

電話

円

■月額基本料金

月額基本料金とは別にユニバーサルサービス料が
毎月必要となります。
（平成26年４月現在：3.24円）

ケーブルプラス電話間
24時間通話無料
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14 15 16 17 18 19 20

4 5 76 8 9 10

28 29 31 1/1 2 3

21 22 23 24 25 26 27

30

7 8 9 10 11 12 13

11/30 12/1 2 3 4 5 6

暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2014年12月
December

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）
・人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相
談所開設※
 （ふれあいセンター）

・おはなしの会※
 （中央公民館）

・運動教室

・小型プラスチックごみ

・資源ごみ

・資源ごみ

・粗大ごみ
 （上志賀・久志・中志
賀・下志賀・小池）

・粗大ごみ
 （谷口・小中・高家）

・成人式※
 （中央公民館）

天皇誕生日

元旦

・複雑ごみ ・献血・国民健康保険税
  第6期分納期限
・後期高齢者医療保険料
  第5期分納期限

・複雑ごみ
・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H26年8月1日～H26年
9月15日生、H26年2月1日～
H26年3月15日生）
 （ふれあいセンター） 

・後期高齢者医療保険料
  第6期分納期限

・国民健康保険税
  第7期分納期限
・介護保険料
  第5期分納期限

相続登記をせずに放置すると、
デメリットはあっても
メリットはありません！！
相続登記についての無料相談実施中です！！
まずはお電話を！！（ご来所できない方は出張相談可能です）

司法書士・行政書士　掛井事務所
司法書士　掛井　真美

日高町高家1089番地の7
☎ 0738-63-1031（月曜～金曜  9時～20時）

HDK3-061
長方形
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TOWN information 

町の人口と世帯 

平成26年10月31日現在
人　口 7,896人
　男 3,766人
　女 4,130人
世帯数 3,045戸

日
高
町
民
憲
章 

　

人
が
町
を
つ
く
り 

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る 

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し 

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を 

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

気功で健康増進
　健康推進課の介護予防教室に参加された
方々による自主的な気功サークルが、産湯･
比井･高家･萩原･ふれあいセンターの５か所
で、週１回行われています。
　この日は中国上海市出身の気功師・李啓
明先生のご指導のもと、５サークルの合同
気功教室が開催されました。
　詳しくは、それぞれの気功サークルまた
は、健康推進課（☎６３･３８０１）まで。

町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている文化活動団体をご紹介するコーナーです。

vol.12

気功サークル
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